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雜

社

會
と

白

然
と
の
平
衡

關

係
b
•—  一 \

坐

產
力

箱
寸

锁

1
i

:
若
：し
も
人
が
人
口
增
加
を
目
し
て
純
然
れ
る
生
物
學 

:的
增
殖
行
程
で
あ
る
マJ

考
ふ
る
な
ら
ば
全
然
誤
り
で
あ 

る

:0
此
行
程
は
總
ゆ
る
可
能
な
な
社
會
的
狀
態
に
依
つ 

て
&
右
せ
ら
れ
る
。
即
ち
階
級
別
に
，
此
等
諸
階
級
の 

地
位
に
、V.

從CV

て
又
社
會
的
經
濟
の
形
式
に
依
っ
て
左 

治
せ
ら
れ
る
然
る
に

_
會
0
形
式
，
其
の
構
造
は
生 

.產
力
の
發
達
程
度
如
何
，に
倚
據
し
て
居
る
。
.兹
に
於
て 

何
人
も
察
知
し
得
る
如
く
技
術
の
發
達
ど
人
ロ
の
變
動
：
 

即

ち
其
0
數
の
®
化

^
;
の
關
係
は
全
く
左
程
.に
猶
m
で 

は
な
い
。
へ
只
籼
雜
に
考
ふ
：る
.も
の
:\
み
が
其
れ
が
人
間 

の
增
加
t
は
動
物
の
：增
加「

に
於
け
る
ど
同
樣
に
原
始
的 

な
簡
取
な
關
係
^
あ
る
事
を
信
じ
#
る
の
み
.で
あ
る
。
 

例
へ
ば1

f
t
#に
於
て
人
口
が
增
加
す
る
た
め
に
は
生 

產
カ
が
增
加
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
然
ら
ざ
れ
ば
餘 

剩
の
人
ロ
は
生
存
し
能
は
ざ
各
に
至
る
か
ら
で
あ
る
。

:

.併
し
乍
ら
他
方
物
質
的
富
0
|增
加
は
其
の
結
果
匕
し
て
パ

又
總
ゆ
る
階
級
に
對
し
て
、
必
ず
し
も
人
口
の 

增
殖
を
招
徠
す
る
も
の
で
は
な
い
。
例
へ
ば
無
產
階
級 

の
家
族
が
困
離
な
る
生
活
條
件
の
爲
め
に
人
工
的
に
產 

兒
の
數
を
制
限
す
る
が
如
き
、
上
流
社
會
の
婦
人
が
容 

姿
の
衰
ふ
る
を
恐
れ
て
其
の
母
權
を
放
擲
す
る
が
如
き 

又
佛
藤
西
の
農
民
が
相
傅
の
資
產
を
分
散
せ
ざ
ら
ん
が 

一
爲
め
に
二
人
以
上
の
子
女
を
持
つ
事
を
欲
せ
ざ
る
が
如 

今
C、
之
れ
我
々
の
眼
前
す
る
所
で
ぁ
る
。
斯
の
如
く
し 

て
人
ロ
の
變
動
は
社
會
の
形
式
ど
«
々

'0
階
級
及
び
圆 

體
の
狀
態
、こ
に
遵
ひ
9
ff
i
b':
#

w

_

#

0
全
系
列
に
依
つ
へ 

て
左
右
せ
&
れ
る
°
ぃ

:

.

;

:

ぃ::
要
之
、
社
會
に
關
し
て
我
々
は
次
の
如
く
言
ふ
事
が 

出
來
る
°
疑
ひ
も
な
く

人
ロ
の
增
殖
は
生
產
力
の
發
逾 

を
豫
想
す
る
°
更
に
特
殊
0>
時
代
>

諸
階
級
の
特
殊
の
地
.
は
ル

£
»>
• 

W •
咖
か
如
勝
り

喚
起
す
る
。「

抽

象

的

2

般
的
の
"
或

一

足
の
社
會
形 

式

に

倚

據

せ

ざ

る

：
：

B
u
c
h
a
r
f
n
)
.

人

口

法

則

は

人

領

が
、
歷
史
的
に
干
涉
せ
ざ
る
儘

d

動
®

物
に
の
み
存
す 

る
。
: 

' 

:總
て
の
特
殊
的
歷
史
的
/+
:
產
方
法
は
ぞ
.れ
の 

特
_
な
る
歷
史
的
に
妥
當
な
る
人
口
法
則
を
持
つ
て
® 

.る 
0」

9

P
S 

“ 

D
a
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u
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g
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然
る
に
歷
史
1
生
產
方
法
即
ち
社
會
の
'形
式
は
.生
1 :
ヵ 

0
徽
達
_
ち
技
術
の
發
達
に
依
つ
て
決
定
せ
ら
れ
る
。
 

從
つ
て
人
ロ
、變
動
の
法
則
が
決
定
的
の
.も
の
な
の
で
は 

，な
べ
て
，
生
產
力
の
發
達w

此
：發
達(

若
く
は
衰
颓)

の 

程
度
如
何
が
人
P
の
發
達
を
決
定
す
る
も
の
で
ぁ
る
< 

い
ふ
事
に
な
る
。(Bucharin: 

SS. 

135
ム
3
7
>

へ 

以
上
はM

a
r
x

の

^

_

史

觀

に

於

け

る

生

產

ヵ

を

中 

:

心
ビ
し
て
社
#

ど
自
然
ビ
の
中
衡
關
係
を
論
じ
れ
：る
： 

B
u
c
h
&
n

の
所
說
の
太
要
で
ぁ
る
。
猶
ほ
彼
は
此
荜
の 

最
後
.に
於
て
、
前
記

1
1
.
異
論
の
辯
駁
に
續
ぃ
.て
.第
.
|
1
|
の 

興
論
く
し
て
a
會
的
發
達
の
原
因
を
入
®
的
不
卒
等
に 

歸
せ
し
め
ん
^
す
る
說
を
璁
げ
> 
其
の
誤
謬
を
指
摘
し 

て
居
る
け
れV

j

も
、
叙
上
の
問
題
R
I1
す
る
限
り
に
於

て
此
反
撥
は
左
程
重
要
で
な
い 

之
を
遒
略
し
樣
ぅ
ミ
见
ふ
。

(
終

)

生

產

的

及

び

不

生

産

的

な

る

語

に

就

て

(

五
>

.

:

優

本

鑛

治

::
'
;「

丄

一

十

戶

：

/ 

.

:

前
號
末
尾
に
記
述
し
置
け
る
が
如
く
、
ジ
エ
デ
ン
ス 

は
其
め
主
著「

經
濟
學
純
理」

に
於
て
所
謂
生
產
的
勞
働 

說
及
び
生
產
的
消
费
說
R
全
然
言
及
し
な
か
つ
た
の
で 

あ
る
。
然
る
に
彼
の
死
後
フ
ォ
ッ
ク
ス
ク
エ
ル
敎
授 

S. 

E
o
x
w
e
l
i
)

及
び
ジ
十
ザ
ン
ス
夫
人
の
手
に
依
て
盤 

现
せ
ら
れ
、
之
に
へ
ン
リ
I
•ヒ
ッV

ス
氏
の
序
文
を
附 

し

て
一
九

〇
五
年
に
公
刊
せ
ら
れ
た
る
遺
稿「

經
濟
學 

原
理」

中
に
は
、
如
上
の
ニ
說
が
相
當
に
論
述
せ
ら
れ

第

十

八

饴(

1
六
〇
五)

雜
錄
生
遗
的
及
ぴ
不
生
，座的訂る語

|;
就乂

第
卞
ー
號

七



笫
十
八
怨

(

一
六
〇
六〕

雜

錄
篕
的
及
び
不
生
糜
的
？

語
に
就
て

第
十
一
號

J U

八

，一
て
あ
：.る

。
：
|则

ち

其

の

馆

五
#

消

费

論

中

：に

生

產

的

消

費

，
. 

說
が
".：

文
®
十
八
章
に
生
産
的
勞
働
說
が
夫
々

取

扱

は
 

れ
て
炤
る
。
次
に
其
の
槪
要
を
記
5
ぅ
。，

ジ

H

デ
ン
ス
は
臼
く
、
所
謂
消
費
S

財
の
製
造
に
於 

け
る
皮
料
の
-?
]

生
產
的
消
®

は
之
を
膝
別
し
な
け
れ 

な
ら
ぬ
^
。
通
常
吾
々
は

、〈
ィ
，

)

多
®

の
銀
は
®

眞
師 

に
消
费
せ
ら
れ
、(

口〕

硫
黄
は
炭
酸
邀
達
を
製
造
す
る 

場
合
に
化
學
的
製
造
業
者
(:
:

消
#

せ
ら
れ
、
，(

C

歡
把 

心
木
は
指
物
師
にg

®

せ
ら
る
^
装
は
な
け
れ
ば
な
ら 

ぬ
。
乍
併
斯
る
消
費
の
場
合
に
は
叨
か
に
效
用
の
损
失 

は
氅
も
な
く
、
却
て
其
の
利
得
が
あ
る
の
で
あ
る
。
' ま 

れ
ば
桃
花
心
木
は
机
、
；
椅
子
等
の
製
作
に
用
a

ら
る
N
 

も
の
で
は
あ
る
け
れ
ざ
も
、
桃
花
心
术
の
丸
太
ば
-
挽
割 

ら
れ
て
何
等
か
斯
の
如
き
用
途
に
充
當
一
せ
ら
る
V

の
で 

な

け
! ^

ば
、
無
用
の
長
物
で
あ
る
。
此
の
場
合
に
は
靡 

實
上
全
然
消
®

が
な
い

.の
で
あ
る
。
從
て
若
し
も
菩
々
. 

が
今
後
も
尙
ほ
消
費
な
る
語
を
用
ひ
や
う
ど
す
る
な
ら

ば
、
其
の
意
義Q

中
に
效
用
0
掼
失
を
包
含
せ
し
め
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
併
し
或
る
股
料
が
^
術
に
使
用
せ
ら 

る
、
場
合
S

、
不
熟
練
若
く
は
不
運
の
缺
如
に
依
て 

效
用
の
利
得
が
あ
る
。
恐
ら
く
菩
々
は
、
斯
の
如
き
消 

:
.费
を
ば
、
完
成
品
i
原
料
及
び
努
働
S
の
眞
實
な
る
交 

換
S
看
做
す
で
あ
ら
ぅ
。
各
種
の
原
料
は
、
夫
々
*
«
、 

，大
釜
、
若
く
は
火
爐
の
中
に
投
入
せ
ら
れ
て
、
有
用
な
，
 

る
成
*
が
產
出
せ
ら
る
、
の
で
あ
る
。
併
し
此
の
主
題 

U

就
て
は
觅
に
往
產
の
项
同
に
立
设
る
可
き
で
あ
る
。

次

に

所

謂

ジ

力

ー

ド

ー•

ミ

A

學

派

の

著

作

に

於

て
 

:
吾

々

は

、
M

多

の

生

產

的

及.び

不

せ

產

的

悄

#

_

を

晃
 

出

す

の

で

あ

る

。

即

ち

生

產

的

消

费

S

は

生

罾

⑽

.™
途
 

に

痛

傭

せ

ら

る

：
、

勞

働

者

：の

消

费

を

意

味

し

、

不

生

齑

パ
 

的

消

費

ど

は

然

か

歷

傭

せ

ら

れ

ざ

る

人

の

消

費

を

意

味
 

す

る

の

で

あ

る

。

此

の

故

に

人

々

が

斯

る

用

途

に

M

ft
l
f

せ

ら

る

、

や

否

や

は

、
M

の

國

富

に

取

て

瓶

著

な

る

相
 

{

す
.

も

の

で

あ

る

。

併

し

是

.れ
は

生

產

の

問

題

違

k

I

:

に
し
て
-

"
消
費
0

問
題
で
は
な
い
-

*
勿
_

人
は
注
！
な 

け

れ

ば
な

ら

ぬ

が

故

に 

> 
沙

な

く
^

.c

彼

等

は

通

常

生

括

必

要

品

を

悄

费

し̂

け

れ

ば

な

ら

ぬ

。

齋

像

品

の

消
 

费

に

就

V

は

、

何

れ

の

場

合

に

於

て

も

木

生

產

的

で

あ
 

る

定

云

は

れ

る

。

何

S

な

れ

ば

人

々

は

斯

る

齋

侈

品

な
 

く
 v

も

充

:̂
に

一

一

I
ょ

b

善

く

の

意

.味

で

は

な

い

I

^

,

生

產

を

繼

緻

し

得

る

か

ら

で

あ

ろ

。o

然

ら

ば

此

の

觀

念
 

は

、

即

ち

生

產

を

繼

總

誘

導

せ

し

む

る

に

&

る

程

勞

働
 

:

考

2
:

對

し

て

食

料

及

び

他

の

生

活

維

持

が

.供

與

せ

ら

れ

：

れ

る

■

合

に

の

み

、

其

の

消

费

は

完

全

に

生

庫

的

で

あ
 

る

ビ

沄

ふ

の

で

あ

る

,0
..

斯
く
說
き
來
れ
る
ジ
エ
デv

ス
は
、
生
產
的
及
び
：不 

.生

產

的

消

殺

な

る

區

別

に

は

觀

念

を

全

然

混

同

せ

る

所 

が
あ
る
ど
な
し
ノ
其
の
詳
細
は
後
段
に
讓
る
^
記
し
た 

る
も

、

彼
の
與
へ
し
內
容
RI

次
中
に
は
遂
に
見
當
ら
ぬ
.

の
で
あ
る
。

或
は
.題
目
の
缺
如
せ
る
第
六
十
九
章
乃
至 

^
七

十

.

1

章

の一

が
此
の
考
察
に
與
へ
ら
れ
た
る
や
も

笫

十

八

怨

(

ー
六
〇
七)

雜

錄

决

蓝

的

及

：ぴ

不

决

酿

的

打

る

語

|:
就

て

で,

れ
^

せ
^
:

\ 

る
、

^

:

元
來
總
て
の
消
费
は

®

な
る
消
费
に
し
て
、
賭
料
凊

费
の
瞹
昧
な
る
場
合
を
除
け
ば

"

消
®

は
先
4

以
て
生 

產
的
ぐ
し
呼
ば
れ
#:
な
い
。
人
は

«

死
*;-

る
ま
、
に
な

3
 

れ
ざ
る
限
り

>
 
成
は
乞
食
さ
し
て

"
又
は
貧
民
ビ
し
て
、 

若
く
は
立
派
に
®
傭
せ
ら
名
、
エ
眩
ど
し
て
悄
费
を
持 

親
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
劳
し
も
柳
が
熱
心
に
又
甚
だ 

生
產
的
に
勞
働
す
る

S

せ
ば
、
夫
れ
は
彼
が
ょ

6

多
く 

消
费
す
可
き
が
た
め
で
ぁ

.る
。
生
產
の

|1j

の
目
的
は 

消
費
で
ぁ
る
。
換
言
す
れ
ば
利
用
す
る
成
に

_

&

。ロ) 

で

ぁ
る
ぐ

此
の
撒
に
於
て
ば

,必
要
品
ビ
奢
侈
品
ミ
の
間 

に
何
等
重
要
な
る
相
違
は
な
い

0

現
に
大
工
場
の
支
配 

.，人

は

豪

奢

な

る

邸

宅

を

柳

へ

て

居

る

。
若
し
彼
が
斯
る 

:4
:
活
を
な
し
得
る
程
充
分
に
支
拂
は
れ
な
か
つ
た
ど
す 

れ
ば
文
れ
は
彼
に
有
利

?;
1

み
t

a
を
な
す
や
ぅ
に
努 

力
せ
し
む
可

&

報
®
が
な
か
つ
た
の
で
ぁ
ら
ぅ
皮
考
へ 

さ
せ
る
。
若
し
も
彼
が
有
能
な
り
さ
す
れ
ば
、
彼
の
傣

.

齡
十
.
.

1

紙

六

九



笫
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八
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O

六
0
八)

雜
錄
坐
搿
的
及
ぴ
不
生
跑
的
打
る
語
に
就
て

. 

第
十1

號

，

七o

給
は
恐
ら
く
英
大
て
あ
ら
ぅ
け
れ
ご
も
、
最
も
生
產
的
至
る
一
帶
の
英
國
經
濟
學
者
に
依
れ
ば
、
僕
婢
、
肖
由 

な
る
支
出
の
部
分
ヒ
考
へ
ら
れ
や
う
。
其
の
故
は
、
若

職

業

者

>

俳
優
、
音
樂
家
等
の
勞
働
は
、
悉
皆
不
生
產

し
彼
の
管
理
が
な
け
れ
ば
他
の
總
て

;0
勞
働
者
の
勞
働 

か
浪
#
せ
ら
る
、
で
あ
ら
ぅ
か
ら
3 (

w
.

 

S. 

Jevons, 

Frindples 

o
fwconoB

i
c
s
'
e
d
i
t
e
d

 
H
e
n
r
y

K
i/Q
s
,

1905, 

dbu 

V. 

pp. 

33-35)

次
に
®
十
八
章
勞
働
の
能
率
に
は
生
產
的
及
び
木
生
. 

產
的
勞
働
な
る
副
題
が
歲
财
ら
.れ
^
、
«
ら
-副
題
の
論 

述

^
當
，て
ら
れ
て
居
る
。：
今
其
の
大
意
を
左
に
揭
げ
ゃ
.

ジ
，ユ
ザ
ン
ス
は
日
く「

か
の
富
.の
意
義
を
ば
集
積
し 

得
可
き
物
質
的
對
象
に
限
足
し
た
る
事
實
ょ
り
し
で
、
 

所
謂
生
：產
的
若
く
は
不
生
產
的
勞
働
な
る
區
別
が
生
じ
：
 

た
の
で
あ
る」

<
 

即
t>
生
產
的
勞
働
e
は
集
賴
し
# 

可

&
富
を
生
産
す
る
勞
働
を
指
し
、
不
生
產
的
勞
働
ミ

は
之
を
生
產
せ
ざ
る
勞
働
^
}»,
す
る
の
で
あ
る
。
今
ア 

タ
ム

*
ス

ミ

.

.
ス
以

降

ミ
^
及

び
'フ
t
.

_
_

セ

.
ブ

ト敎

授
.
こ

:

的
で
ぁ
る
。
其
の
理
凼
は
> 
夫
等
の
勞
働
の
跡
に
、
明 

:白
^
人
間
の
手
に
觸
れ
得
可
き
成
果
を
一
も
残
さ >

 
る 

j

が
故
で
ぁ
る
。
思
ふ
化
此
の
觀
念
は
、

ア
ダ
ム
P
ス
ミ 

ス
が
嘗
て「

何
人
も
多
.數
の
製
造
業
者
を
雇
傭
す
れ
ば 

I:

富

裕

ビ
な
ト
、
之
に
反
し
て
多
數
の
僕
婢
を
屉
傭
す
れ 

ば
.貧
困

^

な
る」

S

云
へ
る

a
ょ
b
暗
示
せ
ら
れ
し
も
，
 

一
の
で
あ
ら
ぅ
。(

A
d
a
m

 

Smith, 

Wea
l
t
h

 

of Nations, 

e
d&'
d b

y

 E. Cannan, 

IVD
0
4
, VO

L

 IV B
k
.

«

p

si 

.pp. 3
【3

)

.

.
*れ
は
y j

そ
ジ
■ョ
ン
‘
ス
チ
ユ
ア
n
ト
0
ミ
ル

.:

は
'「
如
何
に
大
規
模
に
若
ぐ
は
有
利
に
實
行
せ
ら
れ
た 

*
o
\
€

す
る
も
、
物

- W

的
富
の
創
造
に
終
ら
ざ
る
勞
働
は 

.
]!
{
[
:
會

及

び
一

般

世

界

を

ば

物

質

的

生

產

物

を

以

て

富

裕
 

な
ら
し
ひ
る
も
の
で
は
な
く
、
却
て
然
か
歷
傭
せ
ら
る

:
、
勞
働
者
の
消
«
量
丈
け
貧
阁
な
ら
し
む
る
も
の
で
ぁ 

る」
S
4
H

張
し
た
の
で
あ
-る
。(J. 

s. 

M
B
, 

Frfacfples

め
、
成
は
花
火
製
造
人
を
7 1
傭
し
て
.彼
の
.會
社
の
た
め 

に
花
火
の
廣
吿
を
な
3
L
:め
、
M
に
馬
車
製
造
人
、
室
內 

，裝
飾
人
、
其
の
他
鈀
則
多
#
美
的
生
活
.に
實
献
す
る
；人 

々
ー
切
を
屜
傭
す
る
ぞ

し
て
も
、
.彼
は
必
ず
や

其
の
富 

’に
附
加
せ
ら
る
>
何
物
を
も
見
な
い
に
相
違
な
い
。：

ミ
，
 

:

ゲ
の
言
說
に
就
て
云
へ
ば
'
楚
等
の
勞
働
者
に
依
て
消 

費
せ
ら
る
、
食
料
は
、
恰
か
も
彼
等
が
馭
者
、
媒
丁
、
 

其
の
他
の
僕
婢
た
る
;®
合
に
於
け
る
ど
同
様
に
有
效
に 

消
费
せ
ら
る
‘、
乙
.ミ
は
：明
白
で
あ
る
。
然
ら
ば
此
の
全 

問
題
は
、

明
か
に
消
费
_
の

|
に
し
て
、
生
產
論
の
中

に
加
べ
ら
る
可
き
で
は
な
い
。
元
來
經
濟
學
者
の
所
謂 

#

物
質
的
生
產
物
の
特
性
は
、
其
の
生
產
物
が
即
時
に 

V?
J

费
せ
ら
る
可
き
で
あ
る

.
W

S
ふ
こ
ど
に
あ
る
。
今

ir T 

:1
.
馬
丁
が
其
の
勤
^

を
提
供
す
る
間
無
用
な
^
'
ビ
す
れ 

ば
、
馬
丁
は
全
然
無
用
で
あ
る
o

又
若
し
聲
樂
家
の
獨 

唱
が
其
の
聽
衆
の
耳
: ^

毫
も
心
地
ょ
く

響
か
ず
ど
す
れ

る

:°
併

し

斯

の

如

き

揚

合
 

は
"

シ
ス
モ
ン
デ
ー
の
考
ふ
る
如
く
V
消
费
が
急
速
に 

生
產
に
隨
伴
す
る
場
合
<*
あ
る
。(S

i
m
o
n

 de 

de 

sis- 

m
o
n
d

vr'
N
o
u
e
a
u
x

 

Pdncipes 

{TECOnomie 

p
o
l
.
a
q
d
e
, 

1819, voL 

ii. 

p. 

203' 

quoted 

b
y

 

Say, 

L 

124.) 

勿
論
物
質
的
生
產
物
の
場
合
に
し
て
も
、
消
費
が
極
め 

て
急
速
に
隨
伴
す
る
こ
ど
が
往
々
あ
る
。
例
へ
ば
葉
子
-
 

屋
の
椠
子
の
如
き
、
服
屋
の
旣
製
品
の
如
き
、
花
崖
0 

花
朿
の
如
き
、
夜
祭
の
花
火
の
如
き
類
で
あ
る
。

併
し
生
產
的
及
び
不
生
產
的
勞
働
の
區
別
は
、
餘
り 

に
不
合
理
な
る
人
爲
的
性
質
を
帶
ぶ
る
も
の
な
る
が
故

第
十
一
號 

セ
ー

第

十

八

卷(
H

ハ
〇
九
> 

雜
錄
决
鹿
的
及
び
不
生
酿
的
な
る
語
に
就
て

o
f P

o
litic

a
l  

E
c
o
n
o
m

y
,  

e
d
ite

d

 

b
y

 

W
,  J

.  

A
s
h

le
y

,

.
1
9<;
，
w
k
r
:
I
,
'
. 

ch. 

IU, 

§ヾ 4
/'p.:.4

9
.)

勿
論
邦
の 

_ 知
き
主 

張
が
疋
し
ぐ
容
易
に
®
さ
る
、
w

»
は
.、「

直
ち
に
證
明 

せ
ら
れ
得
や
ぅ
。
例
へ
ば
或
る
人
が
若
し
も
多
數
の
製 

造
業
者
の
生
潇
物
を
消
費
す
S
せ
ば
、
彼
は
彼
等
製
造 

業
者
を
歷
傭
し
て
も
富 

< な
る
も
の
で
は
な
い
。

X

S

し
彼
が
植
木
屋
を
屉
«
し
て
各
種
：の
美
花
を
栽
培
せ
しI

ば
、
其
の
吟
唱
は
無
刖
で
ぁ



李

S

人

I

I

)

;
雜

::
錄

I

的
及
び
不
I

的
な
る
語
じ
就
て
 

' 
一

罕

；

七
ニ

(
U

、
此
の
區
別
に
對
U
て
は
常
に
幾
多
の
反
對
が
称
在
：
 

し
て

居
る
の
で
あ
る
。

即
ち
ロ
ー
ダ

}
デ
ー
ル
伯
は
日 

く

「

ス
ミ
ス
の
見
解
に
：依
れ
ば
主
婦
の
調
製
し
て
直
ち 

に
其
の
家
族
に
消
費
せ
ら
る
\
.懺

頭

は

木

生

.厳

的

勢

働 

*

に

依

て

調

數

せ

ら.る
V

も

の

で

あ

る

が

、

若
し
も

^
 

子

屋

が

之

を

諶

製

し

て

，
其

の
主
婦
に
寶
却
す
る
な
ら
ば 

ロK

れ
は
生
箝
的
勞
働
の
場
合
，で
あ
る」

ぞ
。(

泛
ユ
。
一
 

Lauderdale, 

A
n

 

Iriquiry 

into i the 
Nature 

and 

O
n
g
l
n

 

o
f 

p
r
b
H
C

 

Wealth, 

I00
〇4
,
p
. 15

0
)

然
る
に 

佛
國
經
濟
學
者
は
"
ス
ミ
ス
の
：生
產
的
勞
働
說
を
全
然 

是
II
せ
ざ
る
も
の
で

あ

る
。
例
へ
ば
國
富
論
の|
佛
, 

者
た
る
デ
ゥ
ル
マ
ン
，
ガA

一

一

ユ
ー(Germafn 

G
a
m
i
e
r
)

 

の
如
き
は
日
く「

樂
器
を

富
ど
名

付

け

、樂
器
の
製
作
0
. 

勢
働
を
生
產
的
ど
看
做
す
と
同
.時
に
> 
又
共
'の
樂
せ
ょ 

卜
生
ず
る
、
而
も
其
製
作
せ
ら
れ
た
る
唯
‘一
の
！

22

的
で 

あ
る
所
の
音
樂
を
不
法
產
ざ
見
下
ぐ
：る
は
、
如

何

ト
し
も 

奇

な

る

ヌ

矛

盾

せ

る

A
の
で
あ
る」

ど
。

5

I

P

Gamier,. Tralan

&.on o
r
w
e
a
l
t
h

 of Nations, 

1
8
0
2 V

o
】. 

V. 

1
7
3
, 

note XX.” 

q
u
o
t
e
d

u*
y Malthus, 

Princioles,

ICO
0
2 p. 

4
6
.
)

H
に
f
ゥ
ル
マ
ン
ふ
ル
ー
一
工
ー
ビ
同 

性
な
る
ジ
ョ
セ
ゥ
フ
。
ガ
ル
二
エ
I

G

i

0̂

以
3
ギ)

も 

-
亦
、同
様
に
公
半
な
る
見
解
を
支
持
す
る
^
の
に
し
て
、

一
即
ち
彼
の
主
張
に
侬
れ
ば「

總
て
の
合
现
的
勞
働
は
生 

ー
產
的
«
り」

ビ 

o (Joseph 

Gamier, 

T
r
a
s

 

de 

^
0
0
, 

j

 noml.e 

FOHtique, 

5 th 

ed., 

100
6
3
, 

V 

2
5
)

然 
3

,:

も
拘
は
ら
ず
學
派
の
精g

、

詳
言
す
れ
ば
某
の
理
論
が
，
 

一
事
實
皮
一
致
し
_
さ
場
合
す
-b
’明
白
な
るj

致
を
If
.

ら
す
所
の
必
然
性
は
-
.其
の
.學
派
に
规
す
る
.幾
多
の
權 

j

威
あ
る
學
者
を
し
て
®f
、の

如

き

逆

說

を

固

執

せ

し

ひ

る 

|に
至
つ
た
の
で
あ
る

VI 

S

等
の
®

に

就
て
は

旣
出
の 

(
拙
稿
を
參
照
し
て
頂
き
た
い
'。

)
而
し
て
ジ
ユ
デ
ン
ス
の
見
解
を
以
て
す
れ
ば
、
r :
ダ
：
 

ム

•
ス
ミ
ス
0
胄
へ
し
意
義
に
於
け
る
生
產
的
及
び
不 

ぐ
生
鹿
的
勞
働
の
區
別
は
.全
然
擁
誕
し
麵
さ
も
の
な
る
は 

云
ふ
を
待
た
な
い
。
即
ち
總
て
の
勞
働
は
、
效
用
-

——

有

用

若

く

は

快

適

な

る

效

來

I

I

快

樂

の

餘

剩

(
u
t
i
l
i
t
y

 

—

 u=eful 

or agreeable effects-
an_ lledonic balance)

の
：生
產
G
需

け

ら

る

、
の
で
あ
る
,

#
て
物
®
的
財
. 

-
.が
悉
皆
使
用
せ
ら
る
、

や
否
や
.は
、\

假
令
偶
微
的
問
題 

.な

.ら
す
^
す
る
.も
、
^
然
第
二
次
的
.の
.

5E.

題
.で
あ
る
.

9: 

例

：へ
ば
醫
師
な
る
職
業
の
最
終
目
的
は
、
佳
良
な
る
健
：
 

康
の
生
產
.に
あ
る
。
從
て
，若
じ
も
醫
師
’か
食
事
"
運
動
、 

及
び
生
活
様
式
に
關
す
る
a:
w
，の
み
に
依
て
此
の
目
的 

を
遂
げ
得
る

€
す
れ
ば
、：
之
に
優
る
こ
^
は
な
い
o
又 

若
し
も
檄
師
が
®
藥
を
處
方
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
^
す 

れ
ば 

>
藥
劑
師
は
、
健
康
0
維
持
若
く
は
恢
復
に
取
て
：
 

,主
要
な
る
職
業
に
非
f
し
て
V 

_
る
®
助
的
職
業
で
あ 

る
。，
然
る
^
舊

時

の

學

說

に

依

れ

，ば

翳

師

，は

不

生

產

的 

に

し

て
"
藥
劑
師
は
生
產
的
で
あ
る
。
次
に
劇
場
企
業 

”の
場
合
に
は
支
配
人
、/

#優

、
舞

妓

ノ

道

具

方

"
，
背

景 

、窬
家
"
大
工
、
衣
裳
方
を
始
め
：一
劇
場
に
®
す
る
總
て 

の
職
員
は
悉
皆
同
1

0目
的
，
即
ち
舰
客
に
，對
す
る
愉 

'

第
十
八
猞(

一
六
一
一)

雜

錄

生
鹿
的
及
び

'
快
を
生
產
す
る
目
的
に
從
舉
す
る
の
で
め
る
。

虫
れ
ば 

彼
等
は
、
何
れ
も
等
し
く
生
產
的
で
あ
る
。
此
の
故
に
，

俳
優

^
舞
妓VJ

は
不
生
產
的
な
る
も
"
彼
等
の
衣
裳
，.
：

小

道

真

其

の

他

演

劇

用

の

道

:^
を

製

作

す

る

人

々

は

生

產
的
で
あ
々
マJ

云
ふ
は
誤
り
で
あ
る
。
觅
に
採
炭
エ
業

:
,0
目
的
は
、
石
炭
を
火
床
べ
齎
ら
す
に
あ
る
。
即
も
炭

坑
夫
及
び
鐡
道
從
業
員
は
"
都
會
の
消
費
漭
に
取
て
、

其
の
石
炭
を
火
床
に
齎
ら
す
從
僕
を
以
て
終
了
す
る
一

「

鍵
の
作
：業
に
於
け
'る
早
期
の
：參
加
者
に
過
ぎ
な
い
。
而

，し
て
從
僕
は
明
か
に
有
用
な
る
作
業
を
完
成
す
る
が
故

仁
、
有
用
な
る
生
産
者
で
あ
る
.

,此
の
場
合
に
於
け
る
見
解
は
、
何
等
是
れ
以
上
議
論

す
可
き
餘
地
を
！I

め
^
せ
考
へ
ら
る
、
程
に
明
0
で
あ

ら
ぅ
。
乍
併
ジ
ヱ
デ

y
ス
の
指
摘
す
る
所
に
依
れ
、ば
>

事
實
R
於
て
從
來
故
な
く

不
生
產
ビ
認
め
ら
れ
れ
る
勞

•働
者
は
"4

:

勞
働
者
階
級
の
大
部
分
を
稱
成
す
る
の
で

'
あ
る
。
而
も
不
生
產
的
勞
働
者
の
中
に
は
、
殆
ん
r
總

生
鹿
的
な
ゐ
語
I-
就
て
- 

:第-
H

號

-:
七
竺



笫

十

焱

(
一

六 

一
二)

:

雜

錄
塵
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語

L
L

就
て

f

號

七
四

て
の
家
內
從
考
が
包
含
せ
ら
れ
て
、「

其
の
數
は
數
百
翦 

人
に
も
上
る
の
で
あ
る
。
觅
に
睦
海
犁
人
、
警
察
官
、

• 

L
 

:
般

官

齊

僧

侶

"
法
律
家
、
：：

一;

般
醫
師"

加
ふ
る
に 

:音
_
家
、
俳
優
、
及
：び
其
の
他
公
衆
に
取
て
有
用
な
る 

數
の
動
勞
考
も
亦
、
.：同

.
一

な

る

木

生

產

的

階

級

の

中 

へ
数
へ
込
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
o
か
の
ア
ダ
ム
•
ス 

ミ
ス
が
事
實
上
是
認
せ
る
所
を
以
て
す
れ
ば
、
:社
會
に 

於
て
最
も
尊
敬
す
可
き
階
級
の
或
る
者
、
即
ち
上
は
元 

.首
ょ
&
下

は

司

法

及

び

軍

務

の

長

官

に

.至

る

迄

の

人

 々

は
一
？

不

生

產

的

ぞ

考

へ
.
A
K
•
可
き
で
あ
る
。
併
し
是
等 

:

總
：て
の
階
級
の
人
々
が
有
形
物
品
0
生
產
者
€
同
じ
く 

吾
々
に
取
て
重
要
で
あ
り
，
又
有
用
で
あ
る
點
は
、今
觅 

指
摘
す
る
を
要
し
な
い
で
，あ
ら
ラ
タ
物
.質
的
富
は
、
若 

む
も

之
を
吾
々
の
慾
踅
に
役
立
た
し
む
可
き
勞
働
€
比 

較
し
て
法
外
な
る
範
園
に
苴
る
程
に
集
梢

せ
ら
る
ど
す 

.

れ
ば
、
最
早
富
た
b

得
な
い
で
あ
ら
ぅ
。

例
へ
ば
從
激 

汲
び
主
人
の
不
在
の
れ

-め
に
，荒

廢
す
る
に
至
れ
る
邱
宅

及
び
地
所
ょ
り
も
無
用
な
る
、
否
寢
ろ
有
寄
な
る
も
の 

は
他
に
あ
ら
ぅ
か
。
勿
論
何
人
^
雖
も
經
濟
を
行
は
な 

け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
乍
併
此
の
經
濟
も
、
賢
明
な
る
人
が 

ふ
行
ふ
場
合
に
は
永
續
的
物
品
匕

一
時
的
勤
勞
ご
に
對
す 

る
支
出
の
精
巧
な
る
^
衡

(a nice 

balance 

of 

ex- 

psalturs 

o
n 

dura,ble 

s-rt

o'ICS 

and 

on 

t
e
3
p
o
r
a
n
、 

services)

を
保
持
す
る
こyj

に
#
す
る
の
で
あ
る
。

)̂
J
. 

へ
ば
*
所
は
料
理
人
の
數
に
比
例
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ 

;し
、
、庭
園
及
び
土
地
は
興
の
所
有
漭
の
歷
傭
し
得
可
き
：
 

植
木
屋
の
數
に
比
例
し
な
.け
れ
ば
な
ら
ぬ
類
で
め
る
o 

哲
し
も
或
る
勞
働
が
不
生
產
的
ど
呼
ば
る
可
き
で
あ 

る
>'
す
れ
ば
、
不
熟
練
若
く
は
無
分
別
の
爲
め
に
其
の 

E
指
す
目
的
に
失
敗
す
る
人
：々
の
勞
働
は
、
思
ぶ
に
ー
ネ 

生
產
的
で
あ
ら
ぅ
。
例
へ
ば
石
炭
の
絕
無
な
る
炭
坑
を 

掘
下
ぐ
る
こ
ビ
、失
敗
に
終
る
腿
遨
を
開
盤
す
る
こ
气 

沈
沒
す
可
^
船
舶
を
建
造
す
る
こ
ど
、
運
輸
な
き
地
% 

へ
鐵
道
を
敷
設
す
る
こ
ど
、
1

人

の

«

買

者

も

な

か

る

1

書
物
を
執
筆

す
る
こ
ど
、」

人
の
獅
客
も
f

芝

.

.消
I

:及
び
生
產
的
勞
働
說
な
る

も
の
は
、 

s

i

す
る

I

等
丨
斯
の
如
き
は
、
H
し
く
不

：

す
可
ら

ざ
t

の
で

あ
る
。
唯
だ
私
は
、
S

の

景
 

生
產
的
勞
働
の
場
合
で
あ
る
。
併
し
讀
者

の

糧

せ

ざ

な
I

し
て
抄
出
せ
る
遺
S

就
て
斯
ぅ
考

へ
る
叫 

る
f

ざ
る
き
は
，
S

如
4

例
が
上
來
樓
述

せ

I

エ
デ
i

の
遺
稿
は
、
目
次
の
み
與

へ
ら
れ
て
、 

る

不
生

產
的
勞
働
に

何
等
の
關
係
も
な
|

ヒ
、
是

れ

j

蓉

內

容

が

全

然

記

S

て
居
ら
ぬ
所
の
f

も
の
で

I

る
。
從
て
若
し
夫
等
S

例
が
考
？

ら
る
可
き|

あ
る
。
試
み
£

の
記
述
の
殘
れ
る
部
分
を
數
ふ
れ
ば

.

.

.

.

. 

.

.

.
へ：

必
敷
あ
る
限
り
、
夫
等
は
各
々
生
產
費
、
保
險
、
.及
.び 

冥
子
の
主
題
の
下
に
論
述
せ
ら
る
可
き
で
あ
气(

。
？ 

:it 

pp. 

85-3

00)

'i

^r
く
^

じ
て
ジ
ヱ
デ
ン
ス

は
、
其
の
生
產
的
及
び
不 

生
產
的
勞
働
說
に
關
す
る
.叙
述
を
結
ん

T
居
る
。
而
し 

て
其
の
末
愿
に
は
饅
者
の
れ
め
に
斯
說
に
對
す
る
赞
否 

の
著
書
が
擧
げ
て
あ
る
:;
°:

:
最
後
に
注
意
す
可
&
點
は
、

. 

若
し
ジ
ユ
デ
ン
ス
が
早
逝
せ
，ざ
り
し
な
ら
ば
、
遺
稿
の 

第

六

十

四

章

「

不

生

產

的

勞

働

」

に
5

1
の
機
龠
が
あ
づ 

たf

あ

ら
ぅ

ミ
云
ふ
て
ざ
，

是
れ
で
ぁ
る

。

.併

し

何

れ 

こ
し
て
も

ジ
ュ
デ
ン
ス
の
見
*

を

以

て

す

れ

ば

"
生

產

的 全
篇
七

十
一
一
章
中
僅
か
に
一
一
十
®*
に
過
ぎ
^
し

も

：
 

興
の
記
述
す
ら
、
如
上
に
抄
出
せ
る
所
に
依
て
も
知
ら 

る
S
如
く
、
完
結
し
れ
る
も
の

€
は
雛
め
難
い
:0
て
あ 

る
。
故
に
若
し
ジH

ず
ゾ

メ
自
ら
本
臀
を
公
：+1
し
た
.さ 

す
れ
ば
、
~其
の
內
容
に
も
相
當
の
相
違
を
來
し
れ
で
あ 

ら
ぅ
ビ
。
斯
く
考
ふ
れ
ば
或
は
右
-0
遺
稿
の
紹
介
は
> 

の
本
意
に
悖
る
所
が
あ
る
か
も
知
れ
な
い
。
併
し
へ 

リ
イ

0
ヒ
ッ
グ

ス
氏
の
言

ふ
如
く
、

ジ
ェ
ザ
ン
ス
の
著 

恥
が
靳
新
で
あ
り
ノ
暗
示
的
で
あ
り
、
.又

彼
の
見
地
が 

新
奇
で
あ
る
點
丈
け
は
、
充
分
窺
ふ
こ
''
?

」

が
出
來
る
S 

a
A
J
S
。

少
な
く
ビ
も
彼
が
舊
來
の
正
統
派
^
濟
導
激
ビ

ソ 彼

笫
十
八
卷(

一

六
一
三)

雜

錄

生
鹿
的
及
び
不
生
跑
的
な
る

語
！！

就
て

第
十
一
雛



節

十

八

卷c
m

四〕

雜

錄

I

的
及
ぴ
不
生
鹿
m

て 

第

十

一

號

七

六
 

.興

な

り

て

fi
r
HR
f̂
®
的
勢
#
說

及

び

生

產

的

消

费

說

依

存

す

る

も

'0
で
ぁ
る
。
妓
に
於
て
1:
び
ァ
ダ
ム
•
ス 

を
ば
d

•る
の
.能
度
に
技
で
た
る
®
は
、
富

さ

れ

、、、
ス
は
、
理
論
經
濟
學
が
其
の
後
中
絕
せ
る
硏
究
の
方

る
で
あ
ら
.ぅ
。
.

二
十
凹
.

：
.

..

，
最

後

に

私

は

、

英

國

歴

史

派

：經

濟

學

者

ビ

し

で

名

高 

き
ク
ク
パ
フ
。
レ
ス
リ 

I
: 

(
T
h
o
m
a
s
w
d
w
a
r
d
Q
i
f
f
e

 

Leslie)

の
生
產
的
支
辻
及
び
消
费
に
關
す
る
見
解
を
窺 

^
て
,
.......

次
に
本
®
の
結
論
'に
.移
.る
.
'z
y
す

.る

.
0

「

レ
；■ス
y
丨

に

侬

れ

ば

不

生

產

的

，支

出

及

び

m
«
は
、
 

必
す
し
も
富
の
數
悬
女
減
少
せ
1し
む

る

も

の

€は
な 

い
.
。
.
®等
は
總
て
の
生
産
に
對
す
る
終
極
の
誘
因(the 

ultimate 

incentives)

で
あ
る
。
而
t 
て
*

て
シ 

二 

ォ

ァ
-1
の
考
へ
た
る
如
ぐ
、

E

额S

突
出
の
慣
習
な
ぐ

€

■;
:
上
 

も

|

國
が
贫
困
に
陷
必
こ
と
は
*
る
で
あ
ら
ぅ
。
加
ふ 

る
に
.富

の

數

.«
に
及
ぼ
す
支
出
の
影
響

u

、
支
出
の
差

. 

向

け

も

る

、
方

何

、
例.
6ば

_

勞

及

び

消

滅

す

可

き

財 

.若

く

は

之

せ

反

對

に

永

麟

的

物

品

の

何

れ

に

赴

く

か

に
:

に
に
ia
路
^
.陳

い
.た
.の
で
あ
る
°

即
ち
ス

:

f

ス
の
考
へ 

た

る

所

.に

依

れ

ば

々

一

人

の

財

產

家

は

彼

の

收

入

を

支 

\

出
し
：て
、
多
數
の
僕
婢
及
び
犬
馬
を
維
持
す
る
こ
ど
も 

一
出
來
る
し
美
服
を
新
調
す
る
こ
ビ
も
出
來
る
し
、
又 

ー
»

^
及

^

^
具
を
腿
入
す
る
こV 」

も
出
來
る
し
、

M
J 

> 

有
用
な
る
裝
飾
的
®
物

"
家
具
、
書
藉
、
彫
像
及
び
艢 

ぃ
齋
を
8«
入
す
る
こ
_ビ
も
出
來
る
。「

今
同
等
の

財
產
家 

が
ニ
人
あ
つ
て
、
甲
が
®:
ら
或
る
方
面
へ
、
又
乙
が
專 

ら
他
の
方
面
へ
其
の
收
入
を
支
出
し
た
ミ
せ
•は
、
„
»
年 

&:
3
に
於
て
甲
の
財
產
は
.乙
0
ょ
な
多
額
に
上
る
こ
.じ 

も
あ
ら
ぅ
。
即
ち
叩
は
或
る
®
類
の
財
を
保
藏
し
た
：か 

ら
で
あ
ら
ぅ
。
斯
の
如
く
成
る
様
式
の
®
用
は
、
個
人 

の
贽
に
取
て
他
の
様
式
の
费
用
ょ
り
も
^
利
で
あ
る
が 

-K
の
樣
式
は|
M
民
の
富
に
取
て
も
有
利
で
あ
る
。
去 

れ
ば
篇
者
の
家
屋
、
器
具
、
及
び
衣
服
も
>
何
時
か
は

下
層
階
級
及
び
中
產
階
級
の
人
々
に
取
て
は
有
用
の
も 

の
^
な
る
の
で
あ
る」

。(
A
d
a
m

 

Smith, 

W
e
a
l
t
h

 

of

Nations, 

edited 

b
y

 

Cannan, 

vol. I, bk.

. 

II, .ch. 

:
I
I
«r

pp, 

328-329.)

:

元
來
理
論
經
濟
學
に
於
け
る
消
赀
e
支
出
ど
は
、
人 

を

迷

.は

す

術

語
€

な
，っ
て
©
る
。
兩
語
：典
に
.事
物
を
用 

ひ
盡
し

、

又
之
を
破
墩
す
る
の
意
，を
表
示
す
る
に
至
っ 

た
も
の
で
は
あ
る
が
、
支
出
の
適
切
な
る
意
義
は
阜
に

、其
の
物
品
の
0
買
.(

穿

p
u
r
c
h
a
s
e

け
ブ
作article 

m

.

.

.

. 

. 

:
' 

.

.

. 

. 

-
' 

.

question )

を
表
示
す
る
に
留
i
力

、

又

消

^

の

適

切

な 

る
意
義
はi

早
に
其
の
物
品
の
•使
用
，.

.(its 

use )

を
表
示 

す
る
に
M
ぎ
な
い
の
で
*
る
o
若
し
も
腿
買
せ
ら
る
、 

事
物
が
永
績
的
種
類
の
も
の
で
あ
る
ミ
す
れ
ば
"
所
謂
，
 

木
生
產
的
消
费
も
事
實
上
集
*
の

1

形
態
ビ
な
る
か
も
：
 

知
れ
な
い
。
泡
に
夫
れ
は
最
近
迄
に
於
け
る
主
要
形
態 

の
一
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
今
實
例
を
以
て
す
れ
ば
第 

十
五
世
紀
以
降
久
し
き
同
主
人
が
妻
及
び
家
族
に
對
し

•

烺

十

八

岱C
1

六1

五)

純

錄

て
提
供
す
る
主
要
樣
式
の
二
は
、
皿
、
器
具
、
家
財
" 

及
び
衣
服
を
»
買

す

る

こ

ビ

で

ぁ

：つ
^
°

眾

に

斯

の

如 

き
目
的
に
充
當
せ
ら
れ
た
£
し
て
も
、
或
る
■
式
の
支 

出
は
窜
實
上
生
產
的
で
®

b
得
や
ぅ
。
恰
炉
も
幾
多
の 

一.
.藥
術
骨
董
品W

同
じ
く
、.：，：..時
代
の
進
版
及
び
15
设
の
富
，
 

の
增
大
に
伴
ふ
て
價
値
の
增
加
す
る
物
品
®
貢
の
場
合 

即
ち
是
れ
で
ぁ
る
。
從
て
個
人
の
穴
藏
に
保
存
せ
ら
れ 

.た
る

1
瓶
の
撤
萄
洒
は
"
其
の
所
有
者
の
死
去
^
同
時 

'に
彼
の
家
族
：の
穴
め
に
.は
好
箇
の
投
資
で
ぁ
つ
れ
^
云 

一
ふ
こ
^
を
.證
明
•す
る
こV

が
出
來
や
ぅ
。
鬼
に
タ
赏
の 

\

欲
求
€
支
出
及
び
消
費
S
の
影
響
に
關
す
る
主
要
問
題 

j

は
、
即
ち
如
何
な
る
種
類
の
富
に
、
如
何
な
る
機
式
の 

1,

,獲
得
に
、
且
又
如
何
な
る
現

實

的
使
用
に
"
夫

等
は

興 

:
な
れ
る
社
#
狀
態
、
異
な
れ
る
社
#
組
織
及
び
他
の
四 

.
園
の
境
遇
に
於
て
導
か
る 

>
や
ど
云
ふ
こ
ど
是
れ
で
め 

石
。
又
前
述
の
點
に
於
て
甯
の
欲
求
ビ
支
出
及
び
费
用 

ど
は
、
，社
會
進
化
の
如
何
な
る
法
則
に
支
配
せ
ら
る
く

笫十
〗
！
！

 

七
七

0
0
及
び
不
生
逛
的
な
る
語
に
就
て



笫
十
八
饴
ニ
六
ー
六〕

雜
' 
錄
生
產
的
及
び
不
|生
座
的
な
る
語
に
就
て 

笫
十一

號

，

b八
.，
.

::
:
か
"
.是
等
の
澌
に
就
て
は
.菩
々
：は
>
理
論
經
濟
學
よ
り
.'
.V
經
濟
學
上
生
產
的
及
び
不
生
產
的
な
る
術
語
が
依
然
ど 

何
も
敎
.へ
ら
ル
な
U
の
で
あ
る

_
-
K々

ミ

(clifre 

L
e

-

し
て
使
用
せ
ら
る
、
や
否
や
を
知
る
方
便
な
る
を
以
て 

s-ie, 

wssays in 
Political 

a
n
d
g
o
r
a
l

 Philosophy, 

>

あ
る
。

^
s
z
^
.
p
p
v 

223-2240. 

.

.
先
づ
生
產
的
勞
働
及
び
不
生
產
的
勞
働
に
對
す
る
批 

:;
:

即
ち
ク

タ

ッ

フ

•
レ

ス

ジ

ー

は

一 

評
よ
6
聞
炉
5
。
旣
に
紹
介
し
た
る
が
如
く
セ
ィ
、
マ
ッ 

て
消
費
及
び
支
出
の
影
#

を
取
扱
上
も
の
ビ
論
じ
、
側

カ

ロ

ッ

ク

等

は

、
®
力
ア
ダ
ム

,'

。
ス
ミ
ス
の
生
產
的
双 

ら
^

謂
.生
產
的
及
び
不
纸
產
的
沿
费
並
に
.支

出

な

る

_
術

|

び

不
生
產
的
^

慟
な
る
區
別
を
排

斤
し
れ
の
で
あ
る
。 

語
，を
採
用
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
。併
し
彼
が
同
様
に
生|

乍
併
セ
ィ
に
せ
よ
、

マ
ッ
力
ロ
ッ
ク
に

せ
よ
、
皮
等
は 

產
的
勞
働
說
を
是
認
せ
办
令
否
や
は
、
：
今

之

を

詳

が

に

即

t,
物
質
的
及
び
非
物
質
的
生
產
物
，か
富50

考
へ
ら
れ 

す
る
i

が
出
來
な
•い
。 

得
る
は
：夫
等
の
效
用——

勿
論
ス
ミ
ス
は
弗
物
質
的
生 

;

ニ
十
3£
靡
物
.に
對
し
て
も
效
用
を
是
懿
せ
る
も
の
で
あ
る
I

 

:;
以
上
に
於
て
私
は

"

ア
ダ
ム
；

ス
ミ
f

.說
を
泰
ず
る
經
濟
學
者
、；
及
び
側
ら
佛
國
經
濟
學
者
の「

り
ど
の
眞
理
を
充
分
强
調
し
な
か
つ
た
の
で
あ
る
f
'A
人 

生
產
.的
勞
儆
說
並
に
生
.康
的
悄
©(

支
出)

說

に

關

す

る

言

す

れ

ば

彼

等

は

、

フ
々
ジ
へ
オ
ク
ラ
ッ
ト
が
深
甚
な
る 

見
解
の
大
要
を
紹
介
し
た
積
4

:*
る
。
获
に
：於
て
、

注
意
の
下
に
主
張
し
た
る
财
9

1)

I

m(

I

I

) 

:蓄

:«
是

等

の

學

說

：に

對

す

る

現

代

經

濟

學

者

の

見

解

::
'
:
の̂
區
別
を
輕
視
し
勝
ち
で
あ
つ
た
。
_
て
此
の
f

 

.を
知
ゐ
必
要
を
感
す
る
の
で
ぁ
る
。
.是

れ

、

即

ち

今
：！！

り

其

の

後

幾

何

も

な

く

、

生

產

的

及

び

不

生

産

的

勞

働

を

：
^
7?
只

軋

道

せ

ら

る

、
に
-至
つ
れ
の
で
3)
'る。故
に
效
，

用
を
生
產
す
る
勞
働
を
指
し
て
，

ミ
ダ
は

生
產
的
尤 

ジ
ョン。スチユア

ー

ト

。
ミ
ル
：
が

次

の

如

く
®
察
し
た
稱
し
、

而
も

此
定
義
を
中
に
商
業
を
包
含
せ
し
め

^

の 

る
は
、

H
當
な
り
-£
な

さ

る

、

の

で'あ
る
。
即

ち

ミ

ル

で
あ
る
。

次
に(

ロ〕

例
へ
ば
敎
帥
や
醫
師
の
勞
®

如 

^
從
へ
*は
效
用
の
生
產
.な
る
敦
現
は
>

m
常
®
々
が
生
く
人
間
に
固
著
體
化
せ
ら

.れ
^
£
る
效
用
を
生
產
す
る
努 

產
的
勞
慟
に
就
て
■
成
せ
る
槪
念
を
滿
足
せ
し
む
る
も(

働
は
、.終
極
的
成
果
が
物
:«
的
_

物

な

る

雪

に

は

、 

の
；に
.非
ず
、

:;
且
又

生
產
的
勞

働
の
目
的
は
效
用
に
非

ず

聞
接
に
生

產
的
.で
あ
る
ど
呼
ぶ
の
で
あ
る
。
然
る
に

ミ 

し
て
、
®
な
り
ど
一K

ふ
に
あ
る
。
而
レ
て「

不
生
產
的
し|

ル
.は
前
箸「

經
濟
學
上
未
定
の
能
間
題」

に
於
1.
は(

ロ)
. 

な
，る
語
は
，
生
產
が
人
間
生
存
上
唯一

の

目

的

做

:
の
勞
働
を
全
然
別
個
の
理
由
に
甚
づ
き
て
生
產
的
ど
看 

さ
る
：
V

場
合
を
除
け
ば
"
何
等
非
_
の

意

味

を

含

ひ

も

做

し

：た
の
で
あ
る
。
即
ち
人
間
に
體
化
せ
ら
れ
た
る
影 

の
で
は
な
い
。
斯
く
考
へ
た
る
ミ《

は
、

ス
ミ
ス
の
生
'
-
;用
は
、
永
&
的
«
石
が
故
に
、
35
の
^
1
1產
#
は
苫
ド
:# 

產
的
及
び
不
生
產
的
勞
働
の
定
義
を
復
活
し
、
：又
其
の
一
，
へ
ら
れ
得
.る
か
ら
で
*
る
。(

本
訪
七
乃
號
妞
稿
九
八
貝 

■
意
義
を
擴
¥

る
に
.至
つ
が
0:
で
あ
も
>
'■
:

「

.

:

「

參
照)

，最
後
.にC

ハ)

何
物
に
も

固
著
茬
く
は
體
化
せ
ら

睞
述
の
如
く
ミ
.ル
は
'」

通
常
富
の
：意
義
を
ば
物
質
的

|
:れ
ず
し
て
，
ニ
，の
働
き
た
る
ド
留
ま
る
勞
働
は
，
ミ
ル 

微
象
に
固
著
せ
ら
れ
た
る
效
用
の
所
有
に
限
班
せ
ら
れ
の
不
生
產
的
艺
名
付
け
代
る
所
ヤ
^
る
バ
本
認
八
月
舰 

るw

し
た
が
、
其
の
理s

は
斯
る
物
件
が
物
質
的
な
る
パ
拙
稿
參
照)

然
ら
ば
斯
る
、、、
ル
の
見
解
に
對
し
て
雛
a 

を
狄
て)

は
^
ぐ
し
て
、
實

は

集

樹

じ

得

る

が

故

で

あ

«
き
や
ビ
沄
ふ
に
、
是
れ
は
無
論
否
^
答
へ
ざ
る
を
得 

る
。
.故
に(

ィ)

物
質
的
對
象
に
固
荖
體
化
せ
ら
れ
れ
る
な
い
。

V

筋
十
八
卷

(

一
六)

七)

雜

錄

生

逄

的

及

•ひ
不
虫
鹿
的
な
る
語
に
就
ス

 

：

第
十
一
號
 

七
九



ぐ

パ

%

第
一
に
物
質
的
生
產
物
及
び
非
物
質
的
生
產
物
の
間 

に
境
界
彌
を
設
く

る)
j

ぞ

は
.、

裕
ん
：ご
不
可
能
事
で

あ
. 

る
o

例
へ
ば
■

像
や
繪
窬
は
、：
物
質
的
生
產
物
に

：

相

違

 

な

：い
が
、

其

の

價

値

は

、

：
主

ど

し

て

俳

優

の

演

伎

に

1

 

チ
 

す
る
.價

値

ど

同
#

に

非

物

質

的

で

：あ

る

。
:

.:

欺
ニ
に
殆
IんV

總
て
の
，職
業
は
、
如
何
：に
價
値
な
き 

も
の
な
&
逆
す
る
も
ノ

心
意
的
難
ぐ
は
肉
®
的
健
全
に 

貢

献

す

る

：ど

想

像

せ

ら

れ

，得

る

：が

故

に

.
> 間
接
玢
.に
は 

生
迤
的
勞
働
者
の
.生
產
效
力
:(p

r
o
d
u
c
l
y
)
，

%;
JI
1

こ 

も
質
献
す
る
ど
想
像
せ
ら
れ
得
る

。
；

第
三
に
不
生
產
的
勞
働
は
世
界
杏
體
に
取
て
生
產
的

で
な
い
け
れ
ざ
も
、

5

人

菩

く

は一

國
民
に
.
取
て
往
'

々
生
產
的
で
あ
る
^

>

ミ
ル
は
認
め
て
居
る
o
例
べ
ば 

M
兵
や
旅
役
者
の
利
得
が
彼
の
努
力
に
對
し
て
支
拂
は 

れ
る

ど
す
れ
ば
、
彼
自
身
の
j a
M

ょ
ト
觀

11/
ょ
皮
ユ
上 

產
的
に
：勞
働
す
る
_

で
あ
，
^
_
又
：秘
が
其
の
利
得
を
自 

國
へ
»
&
.
す
な
ら
ば
ク
彼
の
利
得
は
彼
自
身
の
國
富
の

遵
が

び
不
注
鹿
的
な
h
語
に
就
て

n
叶

級

c

..總
頟
を
增
加
せ
し
む
る
道
理
で
あ
る
:0'

....'.

■第
W
に
物
質
的
盤
象
に
體
化
.せ
ら
れ
た
る
效
切
は
、 

、
常

に

必

ず

し

も

富

で

は

な

い

？
例

べ

ば

其

の

®

双

量

以 

j
1

上
に
生
產
せ
ら
れ
し
た
怂
に
寶
却
し
得
ざ
る
成
る
商
品 

|

は
、
富
に
非
ざ
る
が
故
に
、
其
の
超
過
數
最
を
生
產
す 

:

る
に
費
消
せ
ら
れ
た
る
勞
働
は
、

ミ
ル
が
前
著r

落
濟 

:

'.
學
上
未
定
の
諸
問
題」

中
に
是
認
し
た
る
が
如
く
、
不 

.

.
:
'
^

產
的
で
..あ
る
.。
：

.

:

:

*
の
如
く

ミ
ル
の「

縦
濟
學
原
理

」

中
の

筮
義
は
、
：
不 

;

生
產
的
な
る

場
合
を
ニ
一一【

包
含
し
て
フ
其
の
反
對
こ
生 

,
產
的
な
る：

場
合
を
悉
皆
包
含
せ
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
勿 

論
ミ
: -

の
持
論
S

し

て

は

.經

濟

學

土

の

窀

義

は

通
俗
の
ぃ 

概

念

と1
致

す
る
を

得

策w

す
る
の
で
あ
る
。
乍
併

科 

.擧

购

定

義

は

、通
俗

の

槪

念

を

表®

す

る

も

の

に

非

ず 

し

て

"

其

の

槪

念

の

哲

學

的

基

礎

を

表
現
す
可

為

も

の

で
あ
る
。
加
ふ
る
に

富
の
槪
念
、
從

て

生

產

的

勞

働
の 

漑
念
も
、
.其
の

與
へ
る
人
に
依
て

®

だ
し
{
相

遠
あ
，る

が

敌

に

、
通

俗

の
用
法
令
以
て
し
て
は
能
く

K

の
何
れ 

の
是
認
^

も

得
雛
き
慽
み
が
あ
る

o

次
_に
，
- 1
經
濟
學
上

未
足
の
諸
問
題」

に
於
^
、

ミ

ル

は

生

®

^

#

働

を

定 

義
し
て
、：，.交
換
價
値
を
有
す
る
效
用
若
く
は
享
樂
の
永 

績
的
源
泉
の
直
接
的
若
く
は
間
接
的
創
造W

な
し
て
居 

る
o
併
し
永
續
性
•
か富
の
觀
念
に
必
耍
で
あ
15
ビ
の
假 

定
は
、
所
謂
連
*
律(law 

o
f 

continuity )

に
反
す
る 

も
の
で
あ
名
°
而

も「

鄯
物
の
永
績
性
に
は
程
度
の
相 

違
が
あ
つ
て
、
；
例
へ
ば
土
地
の
如
べ
永
久
に
繼
績
す
る
：

_も
の
ょ
り

r
其

の

使

用

^
同

時

に

消

滅

す

る

勞

働

迄

も
 

あ
る」

の
で
あ
る
。(

H
.

 

D
.

 

Macleod, 

Elements 

of

Economics, 

I0O
8
I

—

IC0
8
6
, 

vol. 

I, 

d. 
8

5

0
然
る
に
ミ
-

. 

•

ル
ば
、
永
績
性
に
對
し
て
如
何
な
る
期
間
を
附
す
る
や 

を
言
明
し
な
い

の

で

あ

る

。

而

し

て

總

て

.の

生

產

的

勞 

働

に

共

通.な
る
特
長
の
，I

は
，、
'其
の
，生
產
物
の
交
換
し 

得
^f

j

:̂(exchangeability)

で

あ

る

。
，此

の

纖

に

於 

て
は
非
物
質
的
注
產
物
も
亦
.物
質
的
生
產
物
S
I1
I
I機
に

交
換
し
得
る
の
で
あ
る
o 

ロ
プ
シ
ャ
一
は
生
產
的
勞
俲 

ゼ
分
類
し
て
：「

適
當
に
需
要
せ
ら
れ
又
適
當
に
支
拂
は 

る
、
所
の
總
て
の
勞
働j 

v

し
し
れ
が
、
楚
れ
は
往
古
の 

擧
者
に
依
て
提
唱
せ
ら
れ
、
且
フ
キ
ジ
オ
ク
ラ
ッ
ト
及 

び
デ
ダ
ム

♦
ス
ミ
ス
に
依
て
是
認
せ
ら
れ
た
る
槪
八
3
 

即
ち
富
の
原
理
は
交
換
し
#
る

Z
ご

に

存

す

ご

^

ふ«1
' 

に
一
致
す
る
の
で
あ
る
。(w

.

 

Roscher, 

G
r
u
n
d
l
a
g
s

 

der^at{onal5kopomie, 
1
0
2
 2

, 

2
6
>uflage,

crucll,
1, 

Kap. 

2
. 

§.
 

52. 

S
*
I
5
0

し

併

しH

フ
*
工
イ
*ク
ォ
I 

力
ー
の
所
說
R
依
れ
ば
"
總
て
の
富
は
交
換
せ
ら
る
、 

も

の

で

は

な

い

が

、
.，
又

股

則

と

し

て

總

て

が

交

換

せ

ら 

れ
な
い
の
で
も
な
い
？ (

P
,

>
♦ミajfj.. 

T
h
e

 W
a
g
e
s

 

question, 
1
8
0

r, 

w
r卜
o

rJ.)

:

ミ
ル
の
分
類
の
趴
®
は
如
何
な
る
も
の
に
も
*

れ
、 

.生
產
的
勞
働
の
科
學
的
定
.義
は

、

，必

中

し

も

作

業

の

或 

:

る
特
宠
部
分
が
生
產
的
な
り
や
將
又
不
生
產
的
な
り
や 

を
決
定
す
る
に
役
*
つ
も
の
で
は
な
いW

.
ミ
ル
は
SS

娘

十

八

餘a

六
一
九> 

雜

虫
逄
的
及
び
不
生
產
的
な
る
語
に
就
て

熵
ヤ
！
鱗

八



竿

八

卷

a

六
！1
0

)

雜

錄

.
生
産
的
及
び
不
坐
産
的
な
秦
に
就
て 

第
す
S

八
ニ

め
る
，：の
：で
あ
る
。
況
ん
ゃ
生
產
的
階
級
ど
不
生
產
的
階
あ
る
。
勿
論
軍
人
、僧
®

、自
由
職
業
者
の
職
業
が
不
生 

級
ど
を
區
別
す
る
に
於
て
を
や
o
:旣
に
シU

オ
ア
I
も

產

的

で

あ

る

€
云
ふ
の
で
は
な
い
o
斯
る
職
業
に
從
事 

1
K

へ
る
如
く
、
多
く
の
人
は
生
產
的
及
び
不
生
產
的
階
•
す
る
人
が
過
多
の
數
k
上
れ
ば
、
；其
の
過
多
の
人
々
丈 

級
の
双
方
に
屬
す
る
も
の
で
あ
る
I。
M
に直接的及びけが不生產的であ
るご

^
ふ
に
過
ぎ
な
い
。
故
に
農 

間
接
的
生
產
效
力
の
®
別
は
>
:,
.
|
.定
種
類
の
勞
働
に
.關

|

業
勞
働
に
し
て
も
'
又
製
造
勞
働
に
し
て
も
、
若
し
其 

しH

支
持
せ
ら
れ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
例
へ
.ば

或

る

司

.の
勞
働
が
欲
求
せ
ら
る
、
成
果
を
箭
ら
す
に
必
耍
な
る 

法
官
は
、
.或
る
靴
屋
の
支
拂
を
保
證
す
る
こ
ど
，に

依

て

.
數
璧
以
上
に
屉
傭
せ
ら
る
、
な
ら
ば
、
矢
張
り
琪
の
嚼 

®
の
製
造
に
間
接
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
興

靴
：

多
の
勞
働
は
不
生
產
的
た
る
に
變

b
は
な
い
。
總
て
の 

.屋
は
.

(

其

司

法

背

に

观

を

供

給

す

る

こ

ミ

に

：依

て

]£
義

：

生
■產
は
、
假
定
せ
る
消
費
若
く
は
破
墩
を
位
含
す
る
も 

の

維

持

に

間

接

に

貢

献

す

る

の

類

で

あ

る

:0
:

去

れ

ば

生—め
 

取

て

必

要
 

產

的

勞

働

ど

不

生

產

的

：勞

働

w

は
、，其性
質
に
於
て
相
な
る
こ

^
は
、
即

ち

生

後

に

依

て

創

造

せ

ら

る

®
 

違
す
る
_に
は
非
ず
し
て
>
,
.其
の
程
度
に
於
て
相
違
す
る
に
は
、
生
產
に
依
て
破
壤
せ
ら
る
；

の
て
あ
る
今
社
會
全
體

:1
6

考
ふ
れ
ば
、
例
へ
.ば

軍

|

け
れ
ば
な
ら
ぬ
s
fム
ふ
こ
ヒ
、
是
れ
で
あ
る
。
去
れ
ば 

人
>
:僧
侶
、
若
く
は
自
由
職
業
者
の
.階
級
が
農
業
考
の
，

.

t

b'y
,
.
,
l
ォ
ァ
ー
は
'
生
產
的
及
び
木
生
產
的
w
ft
者 

階
級
及
ひ
製
造
業
者
の
階
&
ビ
の
比
例
以
上
に
增
加
す
な
る
區
別
を
設
け
た
の
で
あ
る
。

(N. 

W
.

 

Senior 

る
«
合
の
如
く
、
よ
ヶ
必
耍
な
る
人
々
0

利

益

を

胄

し

p
l
c
a
i

 

E
c
o
n
o
m
y
,

 

1
00
7

2
,
曼

5
3
-
5
7
.

)

七
の
雙 

て
迄
も
維
持
せ
ら
る
る
勞
働
は
、
何
れ
も
不
生
齑
的
で
別
は
確
か
に
利
益
が
あ
る
。
何
ミ
な
れ
ば
、、、
ル
の
考
へ

た
る
が
*
ぐ
、
耻
會
の
.總
員
は
：̂
潜
_
者
で
は
な
い
が
、

は
各
種
の
^
齑
效
カ
間
に
.於
け
る
分
類
が
一
層
詳
挪
卩 

何
れ
も
消
費
者
な
る
を
以
て
U
,あ
，
る

？

併

し

勞

侧

者

擧

げ

ら

れ

て

®
る
。

W

ぶ
.H

e
r
m
a
n
n
,

 

staats- 

の
場
合
に
し
て
も
、
又
消
费
者
の
場
合
に
.：し
て

：も
嚴
：
 

wirthschaftifche untersuchungon, 

2 
aufl s

.

vr
o
o 即 

然
確
固
た
る
境
界
線
を
設
定
す
る
.こ
t
は

不

可

能

で

あ

ち

或

'る
勞
働
が
生
產
者
に
取
て
生
產
的
な
る
は
、
;
其
の 

る
。 

.
1
'

勞
働
に
依
て
利
潤
が
齎
ら
ざ
る
\
.場
合
に
限
る
。：
次

 ̂

ぃ
然
.ら
ば
生
產
：的
勞
働
の
最
善
な
る
定
義
は
如
何
;0
.
,ィ

■■
..或
る
勞
働
が
消
赞
者
に
取
て
生
產
的
な
る
は
、
典
の
勞 

I

ァ
！

ル
•
フ
ァ
ラ
デ
ー
氏(

£
,
^
1
^
&
0
7

)

^
日

':
'
«/
の
價
値
が
其
の
勞
働
を
獷
#
す
る
際
に
支
出
す
る
價 

く

「

生
產
的
勞
働
ぞ
は
、：：生
產
の
場
合
に
消
費
せ
ら
る；：

値
を
超
過
す
る
場
合
に
限
る
一
。
®
後
に
其
の
勞
働
が
社 

ヽ
.
|價
値
以
上
の
價
値
を
有
し
、
■又
：交

換

せ

ら

れ

得

可

き
；
,:
•
.會
に
取
て
生
產
的
な
る
は
、
交
換
し
得
可
き
财
の
.總
额 

物
質
的
若
く
は
非
物
質
的
生
，飯
物
を
直
接
若
く
は
間
接j

を
增
加
す
る
場
合
に
.限
る

(7
)
|で
：あ

る

。
.
併

し

或

る

勞

働 

に
創
造
し
或
は
增
加
せ
し
む
る
所
の
勞
働
を
云
ふ」

^
！。

|
は
個
人
に
取
て
乙
そ
有
利
な
る
も
、
社
會
に
取
て
は
有 

:斯
の
如
き
生
產
物
は
、
.
總

;̂
の
必
要
品
例
ぺ
ば
日
常
の

—
利
な
ら
ざ
る
場
合
が
あ
る
。
例

へ

ば

一
般
に
運
任
せ
の 

食
物
よ
6
ミ

ル

の「

經

濟

學

：原

：理

」

に

於

け

る

鳳

梨

及

び

勝

負

の

如

&
類
で
あ
る
'°
:
何
€
な
れ
ば
其
の
場
合
に
於 

金
：モ
！V

に
至
る
迄
を
包
含
す
る
の
で
あ
る
。
又
斯
の
：

:
け 

方
が
他
方
よ
り
收
奪
す
る
に
過
ぎ
ず 

:如
き
生
產
物
は
、
:,
總
て
の
永
續
性
例
へ
ばI:

般
の
新
聞
し
て
プ
富
の
ー
般
的
保
藏
を
ー
も
增
加
せ
し
め
ざ
る

：
：
^
 

，紙
よ
b
:フ
，ラ
h
.
!ン
の
n對
話
篇J

に

至

る

迄

を

包

含

す

故

で

あ

る

。
他
方
に
或
る
勞
働
は
、
生
產
著
に
取
て
こ
- 

.る
の
で
あ

る

。
，尙
ほ
へ

0

‘シ
，の
.
.

「

經
濟
學
硏
究」

中

に

.そ
不
利
な
る
可
き
も
、
而
も
生
產
者
が
支
出
せ
る
以
上

第
十
八

f ci

六
二
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: :

錄

生
産
的
及
、び
不
生
鹿
的
？

語
じ
就
て 

绡
十1

铖 

八
日
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般
的
富
を
增
加
せ
し
&
る
場
合
が
あ
る
。
例
へ
ば 

へ，各
種
の
科
學
的
實
驗
の
場
合
の
類
で
あ
る
。
茲
に
於
て 

■.ヤ
ッ
ジ
.：
：
ャ

ー

は

日

；
ぐ

「

私

人
§

は
、
勞
働
の
生
產
カ 

を
測
走
す
る
に
其
の
生
產
：物
の
交
換
®
値
を
以
て
し

, 

:
1
:
:
般
經
濟
は
其
の
使
用
價
値
を
以
て(

す
る
も
の
に
し 

ヽ
て
” 

•
國
民
經
濟
は
.興
の
中
間
の
.位
置

を

.占

む

る

も

の

で 

あ

^」

ど

。

pdoscher, G
s
n
d
l
a
g
e
n

 der National- 

ol
^
&
o
m
i
e
,
. 

buch 

I, 

K
a
p
*

2,

: s. 

1
5
0
.
)

併

し

如

何 

:

な
る
見
地
i
り
本
題
が
考
慮
せ
ら
る 

>を
間
は
ず
> :

多 

く

の

最

近

經

濟

羅

者

は

ゝ

寧

し

：

C
非
物
質
的
生
產
物
の
. 

.佩
造
を
も
生
產
的
勞
働
の
部
類
に
數
ふ
る
も
の
で
* 

る
：。
而
し
て
®
々
が
興
®
論

據

を

，
高

め

れ

ば

高

め

る
 

程
、
夫

れ

丈

け

或

る

1

宠

の

勞

働

の

生

產

效

方

を

評

價 

す

る
.場
合
に
困
雛
の
程
度
が
增
加
す
る
の
で
ぁ
る
。
去 

れ
，ば
吾
々
は
ロ
タ
、v
ャl

y
j

共
に
ぅ

1
國

民

が

偉

大

，
で

あ
り
、
自
由
で
あ
な
，
又
聰
明
で
め
れ
ば
あ
る
程
、
夬 

れ

丈

け

袖

人

の

利

得

は
»;
の

國

民

及

び

世

界

の

利

得

ビ

1
致
す
る
«
间
が
强
く
な
る
の
で
あ
る」

ど
斷
言
し
# 

.る

の

で

あ

る:0(Roscher,. 
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l
a
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e
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一.：
右
は
、
所
謂
^
ft
的
勞
働
說
に
對
し
て
現
代
經
濟
學 

者

が

與

へ

；れ

る

批

評

の

一

で

あ

る

。

次

代

私

は

、
_

樣 

.に
所
謂
生
產
的
消
*
說
.に
對
す
る
彼
等
の
批
評
を
間
か
，
 

う
。(

次
號
完
結)

： 

/
•■

:佛

蘭

西

經

濟

學(-
於

る
 

價

植

論

の

凝

達

完

)田

誠

11
す

:
前
叙
の
價
値
«
成
の
諸
條
件
に
し
て一

旦
完
備
具
發 

す

、る

時

、

吾

人

は

什

膝

の

理

由

に

S
き

て

此1

%

を

他

の

，
物

ょ

り

も

或

は

高

く

或

ば

，低

く

品

|1
す
る
や
。
吾 

人
が
他
物
ォ
の
比
較
に
於
て
一
物
に
賦
典
す
る
筑
要
の 

程
度
換
赏
す
れ
：ば
評
侦
の
檩
準
は
抓
邊
に
之
を
求
む
可 

き
や
、
锻
終
效
用
說
は
愛
.に
.據

頭

す

：る
ぃ
抑
々

 

一
:©
の
« 

臌

全

體

：に

就

き

て

觀
^
る
效
用
$
此
物
の
各
個
の
_取
位 

に
.關
し
て
考
察
し
た
る
效
;1
]
^
の
間
に
峻
黻
な
る
區
別 

r設
け
、
0
0
の
效
用
說
X
稀
少
价
說
ミ
を一

體
に
融 

合
し
て
價
佩
論
上
に
一
.
.新
紀
元
を
*
し

，
得

た

る

此

^

說
 

は
、
明
か
に
其
淵
源
を
^

»

_國
に
#
し

p
g
l
L
e
r
o
l

 

w

l

e

uを
始
め
：怫
蘭
西
の
學
徒
が
之
を
紹
述
せ
る
；
 

は
ノ
茧
»

■
近
の
事
柄
に
屬
す
る
。
乍
併
^
學
說
の

-m 

■
前
提

S
蒞
做
す
可
き
若
干
の
m
ft
は
必
ず
し
も
然
ら 

す
。
其
第j

は
欲
盟
鉋
滿
の
法
則
k

p.
e 5atiasit6 

des besoias

挽
言
す
れ
ば
^
凡
.ゆ
る
欲
望
は
其
.强
度
！
2 

於
て
冇
阪
な
卩
ビ

云
ふ
既
解
で
ぁ
る
0

一
 

定
量
の
麵
顏 

は
能
く
菩
人
の
，饑
娥
を
癒
す
可
く
、

一
 

定
量
，の
水
は
以
ー 

て
吾
人
の
涸
«
を
癒
す
る
に
足
ら
ん
。
，凡

そ1
i4

の
時

期

に

於

る

個

々
の
欲
望
は
其
對
象
代
る
財
貨
を
攝
取
す 

る
事
多
き
に
從
つ
て
次
第
に
其
强
度
を
減
迟
し
、
遂
に 

飽
滿
の
點
に
達
し
て
消
滅
す
る
も
の
で
あ
る
。
其
第
一
一 

は
欲
蓮
雜
多
の
法
則

a
f de 

S
d
e
t
6

a.e
s

cre
s
o
i
n
s

換

言
す
れ
ば
、
欲
蟹
は
其
數
無
限
な
:^
.

W

云
ふ
見
解
で
あ 

る

，。

個

人

的

例

外

は

姑

く

措

き

疋

常

の

入

間

に

就

き

て 

觀
察
す
る
時
は
、
苟
く
も
現
世
に
生
を
享
粉
せ
る
以
上 

此
生
を
可
及
的
幸
福
に
瓦
つ
恒
久
に
持
績
す
る
爲
に
變 

轉
極
ま
々
無
き
^
豸
を
或
は
創
生
し
*
は
洱
現
す
る
事 

:が
人
類
自
然
の
通
有
性
た
：る
は
、
古
往
今
來
常
住
不
易 

の
事
實
で
あ
る「

第
三
は
.欲
望
'代
位§

法

則

s
 de 

substitution 

des 

b
e
s
o
i
n
s

で
あ
つ
て
、
此
は
前
揭
ニ
法 

則
の
當
然
の
結
果
で
あ
る
b
即

ち

1
方
に
於
て
各
個
の 

欲
踅
は
其
飽
滿
點
に
接
近
す
る
に
從
ひ
漸
次
其
强
度
を 

.減
退
す
る
の
事
實
あ
り
、
他
方
に
於
て
人
間
の
欲
S
は 

無
限
に
變
轉
す
る
の
事
實
あ
>
、
爲
に
或
は
現
在
感
受 

せ
ら
る
\
强
度
に
從
ひ
或
は
之
を
充
足
す
る
に
必
要
な
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